








国際交流・留学支援 関連教育研究機関等
●教育文化学部では、世界の様々な社会、文化、言語の学習を重要視して

おり、国際交流の推進、留学支援制度の充実を進めています。

●秋田大学と学生交換に関する協定を結んでいる協定校へ留学する場合、
留学先の授業料が免除されます（上限人数あり。本学の授業料は支払う
必要があります）。留学先で取得した単位は秋田大学の単位として認定
を受けることができ、条件を満たせば留学しても４年間で卒業すること
ができます。

●留学支援制度には「秋田大学みらい創造基金学生海外派遣支援事業」お
よび「教育文化学部国際交流等学術研究交流基金の助成事業」に基づく
ものと、「外部の留学支援制度」に基づくものがあります。
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交換留学生として留学する場合、一定の条件を満たすと渡航費の一部
の助成を受けることができます。
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本学部教員が企画する交流プログラムに参加する場合および海外の大
学へ留学する場合、助成を申請することができます。
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日本学生支援機構の「海外留学支援制度」や、地方自治体（国際交流団体
を含む）奨学金、外国政府等奨学金、民間団体奨学金等、留学を支援する
制度があります。

※なお、交換協定を結んでいない大学であっても、留学することは可能です。
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秋田大学では経済的な支援だけでなく、留学先に関する情報や留学
に必要な言語運用力、経費等、留学に関するさまざまな事柄について
の相談窓口として、「高等教育グローバルセンター」を設置していま
す。また国際交流協定校の窓口担当教員へも相談できます。

教育文化学部との主な提携先（大学間・部局間協定※）
※印は部局間協定

中　国 ●黒龍江大学 ●蘭州大学 ●北華大学 ●西北師範大学
アメリカ ●セント・クラウド州立大学

韓　国
●国立ハンバット大学校　●圓光大学校
●聖公会大学校韓国語学堂※

台　湾 ●龍華科技大学
ルーマニア ●ブカレスト大学
イスラエル ●ハイファ大学
イタリア ●カリアリ大学

フィンランド ●ラップランド応用科学大学
カナダ ●ニューファンドランドメモリアル大学

オーストラリア ●グリフィス大学（短期研修のみ）
ウクライナ ●ボリス・グリンチェンコ記念キーウ市立大学

教育文化学部に在籍する留学生数（過去3年分）

令和6年度／33名（国費6名、私費27名）
学 部 生 6名（中国4名、ベトナム1名、マレーシア1名）

非正規生 27名（中国14、韓国7、台湾1、イスラエル2、インドネシア1、ウ
クライナ2）

令和5年度／37名（国費2名、私費35名）
学 部 生 8名（中国6、ベトナム1、マレーシア1）

非正規生 29名（中国14、韓国4、台湾2、ウクライナ4、イスラエル2、
ポーランド1、フィリピン1、フィンランド1）

令和4年度／31名（国費4名、私費27名）
学 部 生 7名（中国4、マレーシア2、ベトナム1）

非正規生 24名（中国13、韓国4、台湾2、ルーマニア1、イスラエル1、
フィンランド1、アメリカ1、タイ1）

留学体験記

秋田から計３日間の長旅を経て、イタリアのフェラーラに到着しました。初め
ての乗り継ぎ、初めての一人での海外など、緊張する事ばかりでした。

留学先のフェラーラ大学は14世紀に設立された大学で、町の中心部の様々
な場所に教室があります。街並みからだけでなく日常の授業を受けることか
らも歴史を感じることのできる実りある留学生活でした。

大学での授業はすべてイタリア語で行われ、時には教室を飛び出して実際
に美術作品を見たり、実際に活動をしている人から講義を受けたりと、実践
的な要素の強い授業がほとんどでした。最終テストは大学のアプリから予約
をすることなど、秋田大学と全く違うシステムに戸惑うこともありましたが、
友人に助けられ、段々と学んでいきました。

そして長期の休みの際には欠かさずイタリア国内とヨーロッパ各地を旅行し
ました。たくさんの美術館を訪れ、様々な美術作品を鑑賞したことで今まで
本で見ていたことを自分の体験からも学ぶことができ、卒業研究に取り組む
に当たって大きな支えとなりました。

１年間の交換留学は思うようにいかず自分に対して苛立ちを覚える事も多く
ありました。しかしそれ以上に自分の目標の実現のため、この機会を無駄に
しないという思いを基に粘り強く取り組むことを心掛けました。夢を実現した
自分を誇りに思うとともに、支えてくださった方々へ感謝しています。これか
らもこの経験を原動力として、新たな目標へと励んでいきたいと思います。

2020年の春、世の中がコロナウィルスの影響で大いに混乱している中、
私は秋田大学に入学しました。都会では感じられない程よいのんびり感が
あり、地域の伝統文化が溢れているこの町に、私は魅了され続けています。
都会のように賑やかではないかもしれませんが、新しい発見や小さなサプ
ライズがあちこちにあります。

教育文化学部では、教員になるためのプログラムがあり、また社会科学
や人文科学、環境や衣食住に関する学問、心理学など幅広い分野の授業
が開設されています。専攻の授業の他に、自分の関心や将来の進路に応
じて、自由選択科目として、興味のある授業も履修することができます。
私は歴史学を専攻していますが、映画などの表象文化に関する授業やド
イツ語も履修しています。

留学生活も2年、3年と過ぎると、最初の頃に抱いていた新鮮さは徐々
に薄れていきます。また学びが深まるにつれ、関心も変化していきます。
そうした中、学習や将来の就職に向けた計画を立てる時、先生方の指導
が重要になります。専攻に迷った時、気軽に相談できる先生方がいて、
私はたいへん助かりました。また人生はいつも思い通りになるとは限り
ません。そんな時も先生方には私の悩みや迷いについて相談に乗ってい
ただき、たいへん大きな助力となりました。

先生方や友人に囲まれ、各地に旅行もし、勉強や研究に打ち込むことが
できた秋田大学での生活は、私にとってすばらしい経験です。この留学
生活は生涯忘れることのできない思い出になると、私は思っています。

附属教職高度化センター
附属教職高度化センターは、「教職研究部門」「教育実践研究
部門」「教員育成連携支援部門」「臨床心理学部門」より構成さ
れる研究教育施設です。教育工学センター（1977年設置）、教
育実践研究指導センター（1992年改組）、教育実践総合セン
ター（2000年改組）、教育実践研究支援センター（2010年改
組）をその前身として、2019年4月に改組しました。秋田県に
おける教員育成の中心的な役割を担うため、秋田県総合教育
センター・秋田市教育研究所と連携した取組を行っています。

当センターは、学校マネジメント研究（学校経営・学校組織研
究）、教育方法研究（授業研究、プログラミング教育、学力向上
と学習論研究）、教員研修研究（校内授業研究の支援、リーダー
シップ研究）、教員養成研究（教職カリキュラム開発、教育実
習・ボランティア）、教育臨床研究（臨床心理相談、いじめ・不
登校研究）、教育発達支援（発達支援相談、特別支援教育の研
究）、等の多岐にわたる実践的な教育研究を推進しています。

大学院教育学研究科
大学院教育学研究科は、教職実践専攻と心理教育実践専攻の
2専攻で構成されています。学校マネジメントコース（現職教員
のみ）の1年を除き、標準履修年限は2年です。

教職大学院（専門職学位課程）である教職実践専攻は、理論と
実践の往還を通じて、学校現場の課題を解決し、実践知の継
承と創造に取り組む意欲と高度な力量を有する初等中等教育
教員を養成します。学校マネジメントコース、カリキュラム・授
業開発コース、発達教育・特別支援教育コースがあり、現職教
員院生と学部卒院生がともに学びます。教職チャレンジ制度に
より教員免許状取得に必要な学部科目を無料で履修でき、原
則３年で新たな教員免許状を取得できます。

修士課程である心理教育実践専攻臨床心理学コースは、ス
クールカウンセラー等のこころの相談にあたる専門家を養成
します。大学において指定の心理学等に関する科目を修め、さ
らに本専攻において指定の科目を修得して修了した者は、公
認心理師（大学において指定の心理学等に関する科目を修め
た者に限る）、及び臨床心理士の受験資格が得られます。

附属学校園
附属学校園には、幼稚園、小学校、中学校及び特別支援学校
があります。

教員をめざす学生が教育実習をしたり、学部と学校園の教員
が共通のテーマに取り組むなど、多彩な教育実践の研究を行っ
ています。

附属幼稚園
木々に囲まれた自然豊か
な園庭には、広い芝生や
砂場、大型木製遊具があ
り、子どもたちは四季の変
化を感じながらのびのびと
遊んでいます。子どもの育
ちを支える保育について
研究に取り組み、公開研
究協議会等を通して発信
しています。

附属小学校
自律した子どもの育成を目
指し、実態に応じた教材や
単元を開発するなどして
特色ある教育課程を編制
しています。実践的指導
力と同僚性の向上をねら
いとした研修システムを
構築し、教員養成・育成に
も力を入れています。

附属中学校
自発・創意・責任と自治の精
神を重視し、未来を自立的
に生きる生徒を育んでい
ます。各教科や総合ＤＯＶ
ＥでＩＣＴも活用した先進的
な教育で、主体性や独創
性を磨くことに取り組んで
います。

附属特別支援学校
社会資源を活用し地域社
会と連携した学習や、ＩＣＴ
機器を活用した学習、交
流及び共同学習などの特
色ある教育活動を行って
います。これらの活動を通
して、積極的に社会参加
できる子どもの育成を目指
しています。

秋田大学 イタリア

自信をつけてくれた
留学生活

秋田での
留学生活と学び

イタリア・
フェラーラ大学へ留学

沢井 冴
地域文化学科／国際文化コース
令和６年度卒業

中国広州市出身（令和５年度卒業）

林 文博

中国 秋田大学
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教員採用試験対策講座「スタージュ」では、４年生向けに「スプリング・セミナー」及び
３年生向けに「オータム・セミナー」（写真）を行っています。

就職情報室

キャリア形成・就職支援
●教育文化学部では、「キャリア委員会」が中心になって、学

生の皆さんが主体的にキャリア形成ができるような支援を
行っています。

●教育文化学部で学んだ幅広い知識を武器に、満足できる就
職ができるよう支援しています。

〈就職情報室の設置〉
教育文化学部では「就職情報室」を設置し、常時専門職員が
就職相談を行っています。

〈就職試験対策への支援〉
教育文化学部では、就職試験対策として以下の手厚い支援
を行っています。
①教員採用試験対策講座「スタージュ」の実施
②企業・公務員志望者への支援
③卒業生・先輩からの支援
④「就職ガジェット」による就職情報の配信

お も な 就 職 先 ・ 進 学 先
※過去3年分 （2022〜2024年度卒業生）

教育文化学部 卒業生の 就 職 体 験 談

　私はテレビ局の記者として、秋田県
が抱える課題や日々発生する事件・事
故の取材をしています。
　この学科を選んだのは、地元である
秋田県をより深く知りたいと思ったか
らです。地域文化学科の授業には、教
室を飛び出して地域の現場を自分の
目で見ることができる機会が数多くあ
ります。秋田県の魅力と課題を直接肌
で感じ、将来は地元のために働きたい
という思いが強くなりました。
　私は大学に入学する以前からマス
コミ業界に関心がありました。テレビ
が好きで、取材を仕事にしたいと思い、
テレビ局を中心に就職活動をしていました。
低学年のうちから地域に足を運んで社会と関
わる経験を積み重ねていたことは、就職活動
でも役に立ちました。ゼミなどで企業や行政
の方と関わることができる機会があれば、積
極的に話を聞いたり質問したりしていました。
この経験があったからこそ、世代や価値観が
異なる初対面の相手にも臆することなく自分
の意見を話す力が身につきました。
　大学生活において、時間の使い方は自由
です。秋田県は知れば知るほどおもしろい地
域なので、ぜひ各地に足を伸ばして秋田県で
の学校生活を楽しんでほしいと思います。

加藤 美結
日本放送協会

地域文化学科／地域社会コース
令和5年度卒業

KATO
Miyuu

　私は令和6年4月から総務省東北総
合通信局で働いています。公務員試
験の勉強を進めていく過程で初めて
耳にした職場でした。
　就活の軸として、分野問わず秋田の
みならず東北や国民のために貢献で
きるようなスケールの大きい仕事をし
たいと考えていました。東北総合通信
局は簡単にいえば、ICTの力を活用し
て東北を活性化することを目的とする国の行
政機関です。参加できる説明会にはオンライ
ンでも対面でもすべて参加し、エントリーシー
トの添削を何度も教授の方たちにしていただ
いたことを昨日のことのように覚えています。
内定をいただいた際は嬉しさが大半を占め
ていましたが、大学時代に専攻していた分野
とはかけ離れていたため、正直不安もありま
した。しかし、1年間働いてみて、研修制度が
充実しており、先輩方が何度も理解できるま
で丁寧に教えてくださるので日々成長を実感
でき、やりがいを感じながら過ごせています。
　私の話が長々となってしまいましたが、皆
さんにお伝えしたいことは「自分軸を持ち行
動に移す」ことです。私は性格上、他人に合
わせることが多いのですが、就活時は自分軸
を曲げなかったことで今があると思っていま
す。ここだと決めたら最後まで自分の意思を
曲げず、自分に正直になり、努力すれば何事
も達成することはできると思います。
　最後になりますが、自分なりの考え・目標を
もって勉学やアルバイトに勤しんでほしいと
思います。在学時の経験が直接ではないも
のの活きていると感じることが多々あるため
今を大切に過ごしていただきたいです。また、
何かをやるときは些細なことでも構わないの
で喜びや幸せを感じ、何事も楽しんでやって
いただければ自ずと結果はついてくると思い
ます。4年という限られた大学生活を思う存
分楽しんでください！！

佐藤 颯人
総務省東北総合通信局

地域文化学科／地域社会コース
令和5年度卒業

SATO
Hayato

　令和６年４月から、秋田県の高校で
音楽を教えています。音楽を仕事にで
きる幸せ、生徒とともに成長できる喜
びを感じながら、学びある毎日を過ご
しています。
　中学・高校時代は吹奏楽部の活動に
打ち込み、顧問の先生に憧れ、「音楽
の先生になりたい！」と思って秋田大学
へ入学しました。いよいよ教員採用試
験というタイミングで、病気療養と休
学を経験し、そこで自分の本当にやり
たいことを改めて考えるようになりま
す。行き着いた答えは、「教育・子育て
支援」でした。やはり学校の先生にな
るか、あるいは行政機関で子育て支援
に携わるか。どちらも魅力に感じたの
で、どちらも挑戦することにしました。復学後
は教員採用試験に向けた自主ゼミで多くの先
生方から、一方で市役所職員採用試験対策
では就職支援課の方々からご指導いただきま
した。手厚いサポートのおかげでどちらも合
格し、最後は昔からの夢を選ぶことにしました。
　多くの方々に支えられながらしたこの挑戦
は大変貴重な経験でした。秋田大学の就職
支援体制が整っているからこそできたのだと
思います。本当にやりたいことを見つめ、挑
戦してみる。それを後押ししてくれる環境が、
ここ（秋田）にはあると感じています。

渡邉 雄大
秋田県立大曲高等学校教諭

学校教育課程／教育実践コース※
令和５年度卒業　

（※現在の初等中等教育コース）

WATANABE
Yudai

教職
●秋田県（幼稚園教諭・保育教諭・私立認定こども園・小学校教諭・中学校教諭・
高等学校教諭・特別支援学校教諭・秋田大学教育文化学部附属特別支援学
校講師）　●青森県（保育教諭・中学校教諭）　●岩手県（幼稚園教諭・小学
校教諭・中学校教諭・特別支援学校教諭）　●宮城県（保育教諭・小学校教
諭・中学校教諭・小学校講師）　●仙台市（小学校教諭）　●山形県（幼稚
園教諭・保育教諭・小学校教諭・中学校教諭・特別支援学校教諭）　●福島
県（小学校教諭・高等学校教諭）　●茨城県（小学校教諭・特別支援学校教
諭・私立中学校教諭）　●栃木県（小学校教諭・中学校教諭）　●群馬県（中
学校教諭）　●埼玉県（小学校教諭・高等学校教諭）　●さいたま市（特別
支援学校教諭）　●千葉県（小学校教諭・中学校教諭）　●東京都（小学校
教諭・中学校教諭・高等学校教諭・特別支援学校教諭）　●神奈川県（小学
校教諭・特別支援学校教諭）　●新潟県（小学校教諭）　●新潟市（小学校
教諭）　●静岡県（中学校教諭）　●大阪府（特別支援学校教諭）　●兵庫
県（高等学校教諭）　●沖縄県（小学校教諭）　●外国（日本人学校教諭）
公務員
●秋田県庁　●秋田県警察　●秋田市役所　●秋田地方裁判所　●潟上市役所
●奥羽市役所　●由利本荘市役所　●にかほ市役所　●大仙市役所
●鶴岡市役所　●千葉市　●横浜市　●新潟県（保育士）　●厚生労働省
企業
●秋田銀行　●北都銀行　●秋田赤十字病院
●秋田赤十字乳児院　●薬王堂　●イオンリテール
●伊藤園　●全日本空輸株式会社　●株式会社バンダイスピリッツ
進学
●北海道教育大学大学院　●秋田大学大学院　
●秋田公立美術大学大学院　●信州大学大学院
●筑波大学大学院　●東京学芸大学大学院

学校教育課程

公務員
●秋田県庁　●秋田県庁心理判定員　●秋田地方検察庁　
●秋田地方・家庭裁判所
●秋田地方法務局　●秋田労働局　●秋田市役所　●能代市役所　
●潟上市役所　●大仙市役所
●由利本荘市役所　●にかほ市役所　●井川町役場　●八峰町役場
●青森労働局　●仙台国税局　●仙台市役所
●農林水産省東北農政局　●法務省仙台法務局　●財務省東北財務局
●岩手県庁　●一関市役所　●滝沢市役所　●山形県庁
●鶴岡市役所　●福島県庁　●新潟県庁
●長岡市役所　●宇都宮市役所　●総務省　●労働基準監督官
法人
●国立大学法人秋田大学　●学校法人ノースアジア大学
●公立大学法人秋田県立大学　●国立大学法人東北大学
企業
●秋田銀行　●北都銀行　●秋田信用金庫　●羽後信用金庫　
●岩手銀行　●農林中央金庫　●日本銀行秋田支店　
●東京海上日動火災保険株式会社　●秋田朝日放送株式会社　
●秋田ケーブルテレビ　●日本放送協会　●東日本旅客鉄道　
●日本旅行東北　●全国農業協同組合連合会　●タカヤナギ　
●伊徳　●プライムアシスタンス　●株式会社ニトリホールディングス　
●薬王堂　●株式会社コジマ　●クスリのアオキ　
●秋田住宅流通センター　●カメイ　●リコージャパン　●アパホテル　
●セキスイハイム　●ヤマトシステム開発　
●DOWAホールディングス　●エスエスシステム　
●日本電気通信システム株式会社
進学
●秋田大学大学院　●東北大学大学院　●東京学芸大学大学院
●愛知教育大学大学院

地域文化学科
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